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目的

不動産業における地盤の重要性を再確認する
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地震（３．１１）後の行政

• 地震＝液状化被害大
• 不動産業への影響
• 地盤の性能開示
• 不動産売買時に示す必要に
• 地盤の性能の見極め重要
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地震（３．１１）前の動き①

• 軟弱地盤
• 情報開示不十分
• 改良費、売り主負担
に

日経ホームビルダー(2010/11)
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地震（３．１１）前の動き②

• 宅建法の解釈・運用の考え方（国土交通省）
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地形と地盤のリスク

• 地形・土質によって様々なリスクがある
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地盤のリスク

• 常時
–不同沈下

• 圧密沈下・・・軟らかい粘性土地盤
• 即時沈下・・・盛土や砂地盤

• 地震時
–斜面の崩壊・・・自然斜面／谷埋め盛土
–液状化・・・沿岸部の埋立地等

• 風水害
–洪水
–斜面崩壊
–建築物の倒壊
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“本日の話題”
主に地震時リスク

に着目



今日の話題

• 地震被害の傾向と地形の関係
• 地形の推測
• 復旧方法と対策工
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１．地震被害の傾向と地形の関係
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（１）地震被害の傾向
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①沿岸部

• 津波
• 液状化

–不同沈下

茨城県神栖市

宮城県亘理郡亘理町荒浜
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②-1 内陸部（水平力の影響）

宮城県仙台市泉区

V
H

柱状改良体頭部の位置確認状況
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②-2 内陸部（造成盛土）

• 造成盛土の破壊
• 液状化を伴うこともある

宮城県仙台市 宮城県仙台市 千葉県成田市（噴砂）
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③ 内陸部（埋立地の液状化）

• 内陸部の埋立地で液状化

埼玉県加須市
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（２）被害のメカニズム
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液状化（水の影響）

• 土粒子間の応力
• 土の重さσ-水圧u
• 地震 水圧増加

• 土粒子間の力は減少
• σ=u になると？？
• σ’＝０
• →液状化！！
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σ’=σ-u
ここで、
σ’：有効応力
σ ：自然状態の地盤自重(鉛直土圧)
u ：間隙水圧

σu σ

u+⊿u

地震

せん断変形

 

時間 

変位 

【液状化への道】
水平力→せん断変形→過剰間隙水圧発生
→有効応力低下→液状化



盛土の破壊

• 地震動
• 過剰間隙水圧増加
• 有効応力減少
• 地盤が破壊に近づく
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地震動による水圧増加
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盛土後の応力状態（盛土自重の追加）



住宅の倒壊

• 水平力による回転モーメントの発生
• 支持力不足となる場合→倒壊

V
H
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（３）地震被害と地形・地震動の関係
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地形と地震の関係

• 揺れ方
• 地形によっ
て大きく変
化する

独立行政法人建築研究所発行物“Ｅｐｉｓｔｕｌａ” Vol.44 ,2009”
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被害と周期の関係

• 大船渡：被害小
• 神戸：被害大
• 周期の大きさ
が被害に影響

• 長い周期で建
築物は被害大

• 軟弱地盤は固
有周期大

周期短い

周期長い

最大１１０５ｇａｌ

最大８１８ｇａｌ
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周期・加速度・震度の関係

• 同じ震度でも加
速度は異なる

• 短い周期が卓越
する地震

• 同じ震度でも加
速度大

• 長い周期が卓越
する地震

• 同じ震度でも加
速度は小さい地震波の周期
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まとめ

• 地震被害
–地震波や地形によって異なる

• 耐震化
–地形の考慮重要
–地盤の性能評価重要

• 地盤の性能評価
–地形に応じて何を調べる必要があるかを決める
–考えられるリスクに対して何をすべきかを決める
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２．地盤リスクの推測
（地形の評価）
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（１）リスクの把握
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①地形情報

26

国土地理院 土地条件図 八王子 （八王子駅周辺のみ表示）



②土砂災害危険箇所

• どこがどうあぶないのか？

東京都建設局報道発表資料（平成１８年３月２８日）
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③液状化マップ

• 東京西部は
液状化の可
能性低い

• これだけでは、
何処がどのよ
うに危ないの
か？

• 地形情報との
併用必要
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東京都土木技術支援・人材育成センター 東京の予測図



まとめ

• 地盤のリスク
–支持力不足（常時・地震時）
–沈下（即時・圧密・不同）
–斜面安定（常時・地震時・豪雨時）
–液状化

• 地形とリスクの関係
–沿岸部低地・・・支持力・沈下・液状化
–低地・・・支持力・沈下
–台地・・・斜面安定
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（２）情報の集め方と使い方
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公開中の地形情報

• 地形図（国土地理院）

– http://watchizu.gsi.go.jp/
• 土地条件図（国土地理院）

– http://www1.gsi.go.jp/geowww/themap/lcm/
• 表層地質図（国土交通省 土地・水資源局・国土調査課）

– http://tochi.mlit.go.jp/
• 空中写真（国土交通省国土政策局）

– http://w3land.mlit.go.jp/cgi-
bin/WebGIS2/WF_AirTop.cgi?DT=n&IT=p

• 電子国土ポータル

– http://portal.cyberjapan.jp/index.html
• 国土地盤情報検索サイトＫｕｎｉｊｉｂａｎ

– ボーリングデータ検索可能

– http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/
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空中写真の活用（浦安市）
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１９４８ １９６８ １９７１ １９７５

１９７８ １９７９ １９８０ ２００９

浦安市HP

いつ造られた地盤かが分かる。
・・・若い地盤は危険




